





カプサイシン (capsaicin: Cap)が侵害受容性のー らに，ウサギ抗Met-Enk血清(Chemicon，1 : 1，200) 
次知覚ニューロン (nociceptive primary afferent にて反応後(室温， 60分)，ヒツジ抗ウサギIgG-gold
neuron : NP AN)を特異的に障害することはよく知ら (5 nm， 1: 10)を作用させた.引き続き，ウサギ抗
れている 1).Cap感受性の NPANの中枢性終末は脊髄 GABA血清 (SFRILaboratoire， 1: 1，500)にて反応
後角または三文神経脊髄路核の穆様質 (II層)に終止 後(室温， 60分)，ヒツジ抗ウサギIgG-gold(15 nm， 




るシナプス糸球体を形成している 3) 成体マウスの謬 ドよりも 3倍強多い場合に免疫活性陽性と判断した.




である FRAP(fluoride-resistant acid phosphatase) あり(図 1-b，d)，多くの場合ノfツクグランドと同程度
にも陽性を示す6) こうした終末は GABA陽性の介在 の粒子数なので，人工的なものと考えた.
ニューロンとシナプス前性に接触している7) 脊髄後 Capによりシナプス頼粒が消失して，一様に電子密
角穆様質における痛覚伝達の調節機構を形態学的に解 度の高まった変性像を示すさまざまな形の終末が，
明するために， Cap感受性の終末と GABAあるいは GABAまたは Met-Enk陽性の樹状突起(図 1-a，b) 









後腰髄を採取し，同固定液によりさらに 1時間 (40C) 粒の消失と一様な電子密度の増大などの変性像を呈し
再固定した.試料をマイクロスライサーを用いて た.それらの終末は GABAあるいは Met-Enk陽性の
30'"'-'40μmの厚さに横断薄切した.通法に従い脱水 樹状突起または細胞体と接触していたあるものは
し，エポンまたは LRwhiteに包埋した.勝様質を実体 GABAまたは Met-Enk陽性ニューロンに対して明
顕微鏡下にトリミングし，横断超薄切片を作製した らかにシナプス前性に接触していたラットの頚髄後
切片を l%BSA-PBS中に浸潰した(室温， 60分).さ 角表層でサプスタンス P(SP)陽性の一次知覚ニュー
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